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1表紙の「当資料のお取リ扱いにおけるご注意」をご確認ください。

大和証券グループの取り組み

投資に社会的視点を組み込む活動

社会的な視点を持った金融商品の開発・販売
ワクチン債のように、国際的な問題の解決に向けたプロジェクトを支援する金融
商品や、SRI投資信託など、CSR活動を積極的に行う企業を証券市場から支援す
るような金融商品を開発・販売します。

環境技術など、社会的価値を有する企業へのファイナンス支援
環境技術を有する企業や、社会的に意義のある活動を行う企業等の資金調達を
支援します。

社会的責任投資の啓発、投資先企業のCSRにかかわる投資情報の発信
「投資先企業のCSRを考慮する」という考え方を広めるとともに、「社会的責任を
果たす企業に投資したい」と考える投資家に有益な企業情報の提供を行います。

排出権ビジネスの取組み
排出権市場に厚みを持たせ、市場原理を働かせることに貢献し、温暖化抑制メカ
ニズムの稼動を側面から支援します。

（出所：大和証券グループ本社ＨＰ）



2表紙の「当資料のお取リ扱いにおけるご注意」をご確認ください。

ＳＲＩ投信（公募）の純資産とファンド本数推移

(出所：ＳＩＦ-Ｊａｐａｎ）
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3表紙の「当資料のお取リ扱いにおけるご注意」をご確認ください。

1.倫理的選択（ネガティブ・スクリーニング）

2.ベスト・イン・クラス（ポジティブ・スクリーニング）

3.経営への建設的関与

4.株主として行動

5.持続的成長に関するテーマ投資

・ＳＲＩファンドでは、「持続的成長」が期待できる銘柄を発掘することを目的の一つに。

・投資戦略は概ね下記の6つに分類。

・この中で、2,3,5の戦略をミックスすることが日本では一般的。

・最近では、テーマ投資とポジティブ・スクリーニングをミックスするスタイルも出始めた。

SRIファンドの投資戦略

6.マルチ・テーマ投資（2+5のイメージ）



4表紙の「当資料のお取リ扱いにおけるご注意」をご確認ください。

環境に関する情報の活用法

1.代理変数(企業全体の評価につながる）

環境経営 ・・・ 購買部門：取引先に対して規制対応・ＣＳＲ調達を求める

生産現場：省エネ・廃棄物削減

サービス部門：リサイクル率の向上

物流部門：クリーンカーの使用、モーダルシフトへの取り組み

管理部門：広報・ＩＲ活動、社員教育、人事評価 など

2.市場に織り込まれていないビジネスチャンス、リスクの発掘・確認

3.企業の「持続可能性」を検証する



5表紙の「当資料のお取リ扱いにおけるご注意」をご確認ください。

環境情報開示の視点

基礎情報として3つの視点が必要では

1.経営そのものに関する情報（環境をいかに・どこに織り込んでいるか）

・・・環境への取り組みの方針、長期のあるべき姿、定量目標、トップのコミット など

2.「環境経営」の進捗を確認する情報

・・・各種効率指標（ファクター）、ＧＨＧ、社内体制の整備・社員教育、社としてのメッ

セージ など

3.オポチュニティとリスクに関する情報

・・・製品・サービス、研究開発、規制への対応、各ステークホルダーとのコミュニケー

ション など



6
表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご確認ください。

ＫＰＩについて

 「ＫＰＩ（Kｅｙ Performance Indicator)」＝国際的な議論を踏まえつつ、本当に “Ｋｅｙ”か否かを
問う必要があるのでは。

「網羅性」を追及すると、膨大なデータベースが出来上がるが・・・・

（例） 民生電機（出所：ＥＦＦＡＳ／ＤＶＦＡ「ＫＰＩｓ ｆｏｒ ＥＳＧ」をもとに大和投資信託作成）
（Ｅｎｔｒｙ Ｌｅｖｅｌ）
1.エネルギー効率
2.ＧＨＧ排出量
3.離職率
4.人材教育支出
5.勤続年数・年齢構
成
6.報酬
7.訴訟リスク
8.贈収賄・不正行為
9.新製品売上
10.イノベーション

（Ｍｉｄ ・ Ｈｉｇｈ Ｌｅｖｅｌ）
1.大気汚染
2.水質汚濁
3.廃棄物
4.製品ライフサイクルへの配慮
5.包装コスト
6.環境配慮設計
7.リサイクル
8.水消費
9.環境との両立
10.政治献金
11.健康・安全投資
12.公的認証
13.コード・オブ・コンダクト
14.メンテナンス投資
15.消費者満足・リテンション
16.環境関連投資
17.ブランド価値
18.サプライ・チェーン



7表紙の「当資料のお取リ扱いにおけるご注意」をご確認ください。

例えば：リスク情報開示

 「リスク情報」
＝各企業にとってのＫＰＩを明確化することができるのでは・・・

 環境リスクについて、具体的な記述があれば、対話のきっかけになると思われます

仮想 Ａ社の事業等のリスク

「・・・、環境規制・輸出管理規制その他の規制に関する対応コストの増加又は当該規制に違反
した場合の発令等によるリスクがあります。・・・」

仮想 Ｂ社の事業等のリスク

「・・・、電気自動車の普及加速を想定しリチウムイオン電池の増産を計画しておりますが、リ
チウムはボリビア、チリなどに偏在する資源であり、当社は○○国からの輸入シェアが××％
となっております。輸出管理規制や自然災害に起因するリスクを軽減するため、△△国からの
調達拡大にも努めておりますが、調達数量が予定に達しない可能性もあります。」



8
表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご確認ください。

非財務情報定量化への期待と不安

“ＣＯ2”を例に挙げると

・統一性

・比較可能性（時系列・クロスセクション・グローバル など）

・新たな投資指標誕生の可能性

一方で・・・

・現在のところ統一性には問題あり

・本当に比較可能？

・企業の生み出した製品やサービスによる削減量が反映されない（ＬＣＡへの期待？）

・企業価値の評価に本当につなげられるのか？

期待



9
表紙の「当資料のお取扱いにおけるご注意」をご確認ください。

投資指標について

ＲＯＡ＝利益／資産 ： 収益性・資産効率

ＲＯＣ＝利益／炭素排出量 ： 環境効率

ＲＯＥ＝利益／株主資本 ： （株主からみた）収益性

ＲＯＣ：ボストンコンサルティングの提唱

ＲＯＣ＝ＲＯＡ（利益／資産）×企業のエコ度（資産／排出量）


